
 
 

 

 

 世界ハビタット・デー2012福岡国際シンポジウム 

     Changing Cities, Building Opportunities 

～アジア、福岡の都市モデルについて考える～ 
 

 国際連合人間居住計画（ハビタット）では、毎年 10 月第１月曜日を世界ハビタット・

デーと定め、都市問題や居住環境に関する議論を喚起する取組を世界的に行っています。  

 今年は「Changing Cities, Building Opportunities～アジア、福岡の都市モデルにつ

いて考える」をテーマとして、経済成長著しいアジアにおける都市化の現状や課題、そし

て福岡市のまちづくりの事例も紹介しながら、それぞれの都市が今後目指すべきまちづく

りのあり方について専門家たちが議論します。 
 

 

日時：2012 年 10 月 1日（月）13:30～16:30 
会場：「アクロス福岡」4階 国際会議場（福岡市中央区天神１－１－１） 

 

 

 

 

PROGRAMME （予定） 

13:30～13:40 
開   会 
主催者及び来賓挨拶等 

 

 

13:40～14:40 

事 例 報 告  

趙 世晨（チョウ セイシン）氏 九州大学大学院人間環境学研究院 准教授 

 「アジアにおける都市化の課題からみた中国の都市変容」 

光山 裕朗（みつやま ひろあき）氏 福岡市総務企画局 企画調整部長 

 「福岡市の都市づくりについて 

  ～住みたい、行きたい、働きたい。アジアの交流拠点都市・福岡～」 

14:40～14 :50 （休憩） 

 

 

 

 

14:50～16 :30 

 

パネルディスカッション「アジア、福岡の都市モデルについて考える」 

【コーディネーター】 

髙田 仁（たかた めぐみ）氏 九州大学大学院経済学研究院 准教授 

【パネリスト】 

趙 世晨（チョウ セイシン）氏 九州大学大学院人間環境学研究院 准教授 

光山 裕朗（みつやま ひろあき）氏 福岡市総務企画局 企画調整部長 

氏原 岳人（うじはら たけひと）氏 岡山大学大学院環境学研究科 助教 

ブルーノ・デルコン 氏  国連ハビタット福岡本部 人間居住専門官 

16:30 閉   会 

 

 

 

 

 

UN-HABITAT 

国連人間居住計画（ハビタット）福岡本部（アジア太平洋担当） 

United Nations Human Settlements Programme 

主催：国連人間居住計画（ハビタット）福岡本部（アジア太平洋担当） 

後援(予定)：福岡県、福岡市、国連ハビタット福岡本部協力委員会、（財）福岡県国際交流センター、（財）福岡国際交流協会、 

（財）福岡アジア都市研究所、日本国際連合協会福岡県本部 

〒810-0001 福岡市中央区天神１－１－１（アクロス福岡 8 階） 

電話: 092-724-7121 FAX:092-724-7124   http://www.fukuoka.unhabitat.org/ 
国連ハビタット福岡本部 

◎入場無料       ◎定員 150名（定員になり次第締め切らせて頂きます） 
◎日英同時通訳あり  ＊ 裏面申込用紙にご記入の上、FAX、郵送、E-mail でお申込みくださ

い。整理券は送付しませんので、当日は直接会場にお越しください。 



 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

世界ハビタット・デー2012福岡国際シンポジウム 

「アジア、福岡の都市モデルについて考える」 

日時：2012 年 10 月 1日（月）13:30～16:30 

 

申込用紙  FAX ０９２－７２４－７１２４ 

  ※Emailでお申し込みの方は、habitat.fukuoka@unhabitat.orgに上記の内容をお送りください。 

フリガナ 

お名前 

フリガナ 

所属団体名 

ご住所  〒 

お電話番号                FAX 

E-mail 

■ 講師紹介 
 

（事例報告者・パネリスト） 
 

・趙世晨 氏（九州大学大学院人間環境学研究院 准教授）  ・光山裕朗 氏（福岡市総務企画局 企画調整部長） 

 

 

 

 

 

(パネリスト) 
 

・氏原岳人 氏（岡山大学大学院環境生命科学研究科 助教)   ・ブルーノ・デルコン 氏 (国連ハビタット福岡本部 人間居住専門官) 

 

 

 

 

        

        （コーディネーター） 
 

        ・髙田仁 氏（九州大学大学院経済学研究院 准教授） 

 

中国清華大学建築学科卒業後、九州大

学で博士（工学）を取得。1998 年に九

州大学助教授に着任。専門分野は都市

計画、都市解析。最近の研究テーマは、

中国の都市化過程、都市風景画が描か

れた視点場の推定方法、など。 

九州大学大学院工学研究科修了後、大

手建設会社勤務を経て福岡市役所に採

用。大型建築物の建築行為への助言・

指導業務などを経験し、現在は総合計

画の策定・推進、市政の重要課題に係

る総合的な企画・調整業務を担当。 

岡山大学大学院環境学研究科博士課程

修了。博士（環境学）。日本学術振興会

特別研究員、筑波大学への研究派遣な

どを経て、2010 年より岡山大学大学院

助教に着任。専門分野は都市・地域計

画学、環境計画学。 

ベルギーの大学で建築を学んだ後、建

築家・都市デザイナーとして活動。そ

の後、主にジャカルタで地域開発コン

サルタント、経済アナリスト、津波復

興アドバイザーなどを経験。現在はイ

ンドネシアの他、中国、パキスタンな

どの地域を担当。 

九州大学工学部卒業後、大手メーカーに勤務。その後、九州

大学大学院工学研究科建築学専攻にて修士課程を修了し、コ

ンサルタント会社で学術研究都市やサイエンスパークなど

地域計画の立案に従事。2003 年に九州大学ビジネス・スク

ールに着任するとともに同大学知的財産本部技術移転グル

ープリーダーを兼務。現在、自らも設立に参画した九州大学

ロバート・ファン／アントプレナーシップ・センターを兼務。 

mailto:habitat.fukuoka@unhabitat.org

